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現 状 と 課 題現 状 と 課 題

Nagoya Math. J. Nagoya Math. J. のの
ee--journal journal 化化

名古屋大学大学院多元数理科学研究科ジャーナル編集室 小崎和子



• Archive 化もこみの e-journal 化
数学論文：発表されたものの寿命が長い

Project Euclid
(SPARC/JAPAN選定誌数学系の４誌とも参加予定)

• 雑誌ごとの違い
open access についてどう考えるのか
将来的にどのような継続可能なmodelをとるのか
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査読システム、事務フローは確立している
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30(vol.173-176)2004年

39(vol.157-160)2000年
40(vol.161-164)2001年
38(vol.165-168)2002年
32(vol.169-172)2003年

24 %2004年

31 %2000年
27 %2001年
34 %2002年
28 %2003年

投稿論文数

論文掲載数（１巻：約２００頁） 採択率



国内１位世界４１位２００３年

国内５位世界１１３位２００２年

国内１位世界７３位２００１年

国内２位世界９４位２０００年

国内４位世界８２位１９９９年
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創刊：１９５０年６月 既刊：vol.176 (December, 2004) まで

掲載論文総数：2,058

編発行部数：９８０部（内 紀伊国屋販売分 ２４０部）

寄贈・交換先：国外 ５４カ国４４９の大学、研究所、個人

国内 １２３の大学、研究所、個人
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SCIによるランキング



・Euclid Direct に参加 open access を base
具体的なモデル

Euclid Direct の年間費用 ５０万

印刷費 ７００万（TeX化費用３００万を含む）
↑SPARC/JAPAN から費用援助

事務コストは大学負担

C. Nagoya Math. J. の e-journal 化 6

・当面従来通り冊子体も出版する



長期的、安定的に出版を継続するために

• 冊子体の印刷をいつまで継続するか
• TeX化などの技術的サポートをどう保証するか

D. 今後の問題点 7


